
コマツ
　
コ
マ
ツ
は
オ
フ
ロ
ー
ド
法
２
０
１
１
年
基

準
に
適
合
し
、
さ
ら
に
燃
料
消
費
量
を
従
来

機
比
で
平
均

％
低
減
し
た
建
設
機
械
「
次

世
代
建
機
シ
リ
ー
ズ
」
を

年
７
月
に
発

売
。
既
に

機
種
を
超
え
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
整
え
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
、
油
圧
機
器
、

パ
ワ
ー
ラ
イ
ン
、
電
子
機
器
な
ど
、
主
要
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
自
社
開
発
し
、
ト
ー
タ
ル

に
仕
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
同
社
の
総
合
力

が
、
求
め
ら
れ
る
環
境
性
能
を
実
現
し
た
と

い
え
る
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
「
施
工
の
自
動
化
」
を

担
う
コ
マ
ツ
製
の
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

建
機
の
第
一
弾
と
し
て
、
世
界
初
の
全

自
動
ブ
レ
ー
ド
制
御
機
能
を
搭
載
し
た
中
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
「
Ｄ
６
１
Ｅ
Ｘ
ｉ
／

Ｐ
Ｘ
ｉ
―

」
を
今
年
４
月
に
ド
イ
ツ
の
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
た
国
際
建
設
機
械
見
本

市
「
バ
ウ
マ
２
０
１
３
」
で
発
表
。
６
月
に

発
売
し
た
北
米
を
皮
切
り
に
、
世
界
で
の
導

入
を
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

イーグル・クランプ
　
イ
ー
グ
ル
・
ク
ラ
ン
プ
は
１
９
６
２
年

の
創
業
以
来
、

余
年
に
わ
た
り
日
本
で

唯
一
の
つ
り
具
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て

「
安
全
第
一
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
つ
り
ク

ラ
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
つ
り
具
の

研
究
開
発
・
製
造
販
売
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
作
業
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
製

造
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
現
場
へ
の
巡
回
点

検
や
ク
ラ
ン
プ
の
安
全
な
使
い
方
の
講
習

会
な
ど
、
き
め
細
か
な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
内

外
の
特
許
な
ど
知
的
財
産
権
の
出
願
件
数

は
、
３
０
０
件
以
上
で
、
造
船
業
界
を
は

じ
め
鉄
鋼
、
橋
梁
、
建
築
、
土
木
お
よ
び

関
連
業
界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
中
で
も
、
「
全
方
向
つ
り
上
げ
ね
じ
式

ク
ラ
ン
プ
」
は
、
締
付
確
認
機
構
、
先
端

旋
回
パ
ッ
ド
式
締
め
付
け
ネ
ジ
、
球
面
あ

ご
姿
勢
制
御
機
構
な
ど
、
同
社
独
自
の
安

全
対
策
機
構
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
作
業
の

現
場
で
高
い
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。

コベルコクレーン
　
コ
ベ
ル
コ
ク
レ
ー
ン
で
は
、
独
自
開
発

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
モ
ー

ド
」
を
搭
載
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン

「
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
―
Ｇ
シ
リ
ー

ズ
」
が
、
国
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。
Ｇ
モ
ー
ド
は
「
オ
ー
ト
ア
イ

ド
ル
ス
ト
ッ
プ
」
「
Ｇ
エ
ン
ジ
ン
」
「
Ｇ

ウ
イ
ン
チ
」
の
三
つ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

能
の
総
称
。
こ
れ
ら
の
機
能
に
よ
っ
て
、

燃
料
消
費
量
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
同

社
従
来
機
比
で
最
大

％
削
減
で
き
る
。

　
ホ
イ
ー
ル
ク
レ
ー
ン
で
も
、
最
新
機
種

の
「
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｘ
２
５
０

Ｒ

Ｋ
２
５
０
―
８

」
が
国
交
省
指
定
の
超

低
騒
音
型
建
設
機
械
に
な
る
な
ど
、
「
環

境
に
や
さ
し
い
」
ク
レ
ー
ン
を
目
指
し
て

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
柔

軟
で
快
適
な
機
能
に
よ
っ
て
「
人
に
や
さ

し
い
」
ク
レ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
も
同
社
の

ク
レ
ー
ン
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

タダノ
　
タ
ダ
ノ
は
２
０
１
３
年
４
月
発
売
の
ラ

フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

ク
レ
ヴ
ォ

Ｇ
３
α
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
殊
自
動
車

年
排
出
ガ
ス

規
制
対
応
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
。
最

新
排
ガ
ス
規
制
に
対
応
す
る
た
め
走
行
時

や
作
業
時
の
自
動
再
生
機
能
付
き
粒
子
状

物
質
減
少
装
置

Ｄ
Ｐ
Ｆ

も
装
備
。
さ

ら
に
低
騒
音
型
建
設
機
械
の
指
定
を
取
得

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
装
備
群
と
し

て
、
ク
レ
ー
ン
の
走
行
時
や
作
業
時
の
燃

料
消
費
情
報
を
常
に
表
示
す
る
「
燃
料
消

費
モ
ニ
タ
」
、
作
業
中
の
ク
レ
ー
ン
の
不

要
な
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を
制
御
す
る
「
エ

コ
・
モ
ー
ド
」
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
作

業
中
の
油
圧
ポ
ン
プ
吐
出
量
を
最
適
制
御

す
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

な
ど
、
低
燃
費
対
応
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
最

新
環
境
性
能
を
確
立
。
周
囲
環
境
に
配
慮

し
た
快
適
な
作
業
環
境
を
提
供
す
る
。

日立建機
　
日
立
建
機
は
オ
フ
ロ
ー
ド
法
２
０
１
１

年
基
準
適
合
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
８
機
種
と

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
７
機
種
を
販
売
中

だ
。
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
は
優
れ
た
作
業
性

と
低
燃
費
の
両
立
の
実
現
。
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
で
は
新
型
油
圧
シ
ス
テ
ム
「
ト
ラ
イ
ア

ス
」
を
搭
載
し
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で

は
作
業
状
況
に
合
わ
せ
て
エ
ン
ジ
ン
を
最

適
に
制
御
す
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
ン
ジ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
て

い
る
。
ま
た
、

月
に
は
燃
費
性
能
を
追

求
し
た
新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
「
Ｚ
Ｈ
２
０
０
」
を
発
売
す
る
。

　
さ
ら
に
、
機
械
の
稼
働
・
位
置
情
報
を

遠
隔
管
理
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ｅ
―
サ
ー

ビ
ス
」
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
リ
ポ
ー
ト
な

ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
「
Ｃ
ｏ
ｎ
Ｓ
ｉ
ｔ
ｅ

コ
ン
サ

イ
ト

」
を
開
始
し
た
。
同
社
は
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
双
方
か
ら
顧
客
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
低
減
に
貢
献
し
て
い
く
。

災害の復旧・復興に貢献建設機械
　
建
設
機
械
は
建
築
や
土
木
な
ど
の
工
事
の
ほ
か
、
災
害
の
復
旧
・
復
興
事
業
の
分

野
で
稼
働
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

事
業
で
は
、
建
設
機
械
が
津
波
の
被
害
を
受
け
た
水
産
加
工
団
地
の
地
盤
か
さ
上
げ

や
、
宅
地
造
成
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。
加
え
て
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ

っ
て
建
設
機
械
を
制
御
し
土
木
工
事
を
高
度
化
す
る
情
報
化
施
工
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
、
作
業
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

宮
城
・
女
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
造
成
工
事
に
大
型
機

荒
立
西
で
の
高
台
住
宅
地
造
成
工
事
で
地
盤
改
良

に
対
応
す
る
建
設
機
械

月

日
、女
川
町

女川浜駅周辺・大原工区
でのブルドーザーによる
造成 月 日、女川町

情
報
化
施
工
に
対
応
高
効
率
・
高
精
度
を
実
現

宮ヶ崎水産加工団地で既設構造物撤去工事に
取り組む油圧ショベル（ 月 日 女川町

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　　 ２０１３年 平成２５年 １０月２８日 月曜日 【広告特集】 （ ）

　
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
建

設
機
械
の
情
報
化
施
工
対
応

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
複
雑

な
現
場
や
目
視
が
困
難
な
夜

間
で
も
効
率
よ
く
施
工
が
で

き
る
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
熟
練
度
に
大
き
く
依
存

せ
ず
に
施
工
速
度
や
、
出
来

形
・
品
質
、
安
全
性
が
確
保

で
き
る
。
さ
ら
に
入
札
で
高

い
技
術
評
価
を
受
け
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
か
ら
だ
。

　
情
報
化
施
工
は
建
設
事
業

の
調
査
、
設
計
、
施
工
、
監

督
・
検
査
、
維
持
管
理
と
い

う
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
う

ち
、
施
工
分
野
に
お
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
効
率
・
高
精
度
な
施

工
を
実
現
す
る
も
の
。
こ
れ

に
よ
っ
て
建
設
工
事
全
体
の

生
産
性
向
上
や
品
質
確
保
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
建
設
機
械
の
情
報
化
施
工

対
応
の
一
つ
が
、
女
川
町
の

復
興
工
事
で
導
入
さ
れ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
締
め
固
め

機
械
の
制
御
だ
。

　
そ
の
他
に
も
あ
る
。
例
え

ば
、
建
設
機
械
の
中
で
も
、

技
量
の
差
が
で
や
す
い
と
言

わ
れ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運

転
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
測

量
器
な
ど
の
装
置
を
使
用
し

て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
操
作
を
支
援
す

る
。
最
近
は
整
地
の
仕
上
げ

作
業
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前

段
階
で
あ
る
掘
削
作
業
を
含

む
一
連
の
ブ
レ
ー
ド
制
御
を

自
動
化
し
た
機
種
も
登
場
。

従
来
の
情
報
化
施
工
は
整
地

だ
け
だ
っ
た
が
、
大
量
の
土

を
動
か
す
よ
う
な
掘
削
作
業

も
自
動
化
し
た
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
で
は
設
計

デ
ー
タ
の
平
面
、
設
計
高
、

施
工
路
線
デ
ー
タ
を
基
に
、

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
バ
ケ
ッ
ト

位
置
を
計
測
・
表
示
し
、
作

業
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
が

実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

の
専
用
モ
ニ
タ
ー
か
ら
バ
ケ

ッ
ト
の
角
度
や
高
さ
、
機
体

の
位
置
情
報
が
文
字
と
図
で

案
内
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
掘
削
工
事
で
の
切
り
出

し
位
置
や
、
目
視
で
き
な
い

作
業
で
の
バ
ケ
ッ
ト
位
置
を

正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
今
後
、
建
設
機
械
の
新
し

い
価
値
と
し
て
、
メ
ー
カ
ー

の
情
報
化
施
工
対
応
の
拡
充

が
進
み
そ
う
だ
。

　
建
設
機
械
は
災
害
の
復
旧

・
復
興
事
業
で
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
建

築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て

膨
大
な
量
の
災
害
廃
棄
物
が

発
生
。
復
興
の
前
提
と
し
て

災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
中

間
処
理
施
設
で
は
、
災
害
廃

棄
物
の
粗
選
別
や
破
砕
選

別
、
土
質
改
良
、
焼
却
な
ど

の
た
め
に
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー

や
木
材
破
砕
機
、
土
質
改
良

機
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
機

械
が
稼
働
し
て
い
る
。

　
環
境
省
に
よ
る
と
、
東
日

本
大
震
災
で
特
に
被
害
の
大

き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
の
３
県
合
計
で

推
計
１
６
０
４
万
７
０
０
０

の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
処

理
が
完
了
し
た
の
は
、

年

９
月

日
現
在
、

・
５

％
。
県
別
で
は
福
島
が

・

８
％
、
岩
手
が

・
６
％
、

そ
し
て
宮
城
が

・
３
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
終

わ
っ
た
被
災
地
で
は
、
復
興

計
画
に
基
づ
い
て
、
復
興
事

業
が
動
き
だ
し
て
い
る
。

　
地
震
発
生
後
に
高
さ

も
の
大
津
波
が
襲
い
、
瞬
く

間
に
市
街
地
の
大
部
分
が
壊

滅
的
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

集
落
が
点
在
す
る
離
半
島
部

に
も
深
い
傷
跡
が
残
さ
れ
た

宮
城
県
女
川
町
。
同
町
は
被

災
地
以
外
の
施
設
に
よ
る
広

域
処
理
も
活
用
し
、
災
害
廃

棄
物
の
処
理
を
実
施
。
９
月

日
で
推
計
量
の

・
４
％

の
処
理
が
完
了
し
て
い
る
。

　
女
川
町
は

年
３
月
に
都

市
再
生
機
構

都
市
機
構

と
の
間
で
「
復
興
ま
ち
づ
く

り
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
」
に
調
印
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
復
興
事
業
が
始
ま
っ

た
。
漁
港
を
囲
む
よ
う
に
低

地
に
広
が
っ
て
い
た
宅
地
を

高
台
に
移
し
、
低
地
に
は
水

産
加
工
団
地
な
ど
の
公
共
施

設
を
つ
く
る
。
離
半
島
部
で

は
海
に
面
し
た
山
あ
い
の
地

に
、
高
台
の
宅
地
を
整
備
す

る
と
い
う
も
の
だ
。
住
ま
い

の
集
団
移
転
か
ら
市
街
地
の

再
構
築
ま
で
、
ま
ち
を

「
面
」
で
と
ら
え
る
画
期
的

な
整
備
と
し
て
、
全
国
の
注

目
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。

　
具
体
的
に
は
都
市
機
構

が
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
一

括
発
注
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｃ
Ｍ

方
式
を
活
用
し
た

震
災
復
興
事
業
「
女
川
町
震

災
復
興
事
業
の
工
事
施
工
等

に
関
す
る
一
体
的
業
務
」
を

発
注
。
鹿
島
・
オ
オ
バ
女
川

町
震
災
復
興
事
業
共
同
企
業

体
が
受
注
し
た
。
Ｃ
Ｍ
方
式

は
土
地
の
造
成
や
道
路
、
上

下
水
道
な
ど
の
調
査
・
測
量

・
設
計
・
施
工
が
対
象
。
女

川
町
震
災
復
興
事
業
の
工
事

施
工
等
に
関
す
る
一
体
的
業

務
は
、
都
市
機
構
が
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
事
業
で
Ｃ

Ｍ
方
式
を
活
用
し
た
初
の
取

り
組
み
だ
。

　
同
一
体
的
業
務
と
し
て
現

在
、
漁
港
に
あ
る
宮

崎
水

産
加
工
団
地
の
地
盤
を
既
存

の
地
面
か
ら
約
１
・
８

か

さ
上
げ
す
る
工
事
や
、
荒
立

西
・
荒
立
東
の
二
カ
所
で
の

高
台
住
宅
地
の
造
成
工
事
、

女
川
浜
駅
周
辺
・
大
原
工
区

の
造
成
工
事
が
先
行
し
て
進

ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、
女

川
町
で
は

年
度
末
に
Ｊ
Ｒ

女
川
駅
と
周
辺
商
店
街
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
造
成
に
よ
っ

て
、

年
度
早
々
に
か
さ
上

げ
工
事
を
完
了
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
工

事
で
大
型
の
建
設
機
械
が
活

躍
し
て
い
る
。
水
産
加
工
団

地
で
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
山
を

削
る
工
事
現
場
で
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
が
稼
働

し
て
い
る
。

　
ま
た
、

月
か
ら
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
締
め
固
め
機

械
を
制
御
す
る
締
め
固
め
管

理
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
予

定
だ
。
全
地
球
測
位
シ
ス
テ

ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

測
量
を
用
い

て
、
締
め
固
め
機
械
の
走
行

軌
跡
を
計
測
し
、
盛
土
地
盤

全
体
の
転
圧
回
数
を
管
理
す

る
。
締
め
固
め
機
械
に
搭
載

し
た
パ
ソ
コ
ン
上
に
転
圧
箇

所
を
転
圧
回
数
別
に
色
分
け

し
て
表
示
す
る
。
こ
の
た

め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
転
圧
回
数
の
過

不
足
を
確
認
し
、
踏
み
残
し

な
く
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
女
川
町
の
復
興
工
事
の
本

番
は

年
度
か
ら
で
、
工
事

量
の
ピ
ー
ク
は

、

年
度

に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。


